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研究成果の概要（和文）：アンケート調査から登山道区分「大雪山グレード」の認知度が低いことが明らかにな
り，登山道荒廃への関心を高める必要があることが理解できた。UVAを用いた登山道の３次元荒廃調査を行うと
ともに，非研究者の使用を考慮して， 7.5 m長の一脚を用いた撮影による侵食量データの取得ができるようにし
た。本研究では，非研究者（登山者・観光客）が登山道維持管理に興味をもつ仕組みをつくることに力を注い
だ。具体的には，地元山岳ガイド会社と連携して「登山道荒廃測定ツアー」を実施し，多くの市民フォーラムな
どでの講演，高校生への講義を行い，外国人登山者向けに英語地図を出版し，国際ネットワークMRIのブログで
の発信を行った。

研究成果の概要（英文）：This study discussed the way to establish the framework of collaborative 
maintenance of hiking trails in Daisetsuzan National Park, involving tourists. The Daisetsuzan 
Grade, a trail classification for the users prepared by the Ministry of the Environment is not yet 
widely recognized by the users, suggesting the need for the users to develop interests in the issue.
 This study tried to attract a wide range of tourists to this issue, (1) by developing a methodology
 to measure trail erosion by a drone and by a 7.5-m mono-pod, so that tourists can understand the 
on-going problems and even obtain the data for an analysis, (2) by giving lectures for citizens at 
symposiums and forum, and for high-school students on the occasion of the Japanese Mountain Day, (3)
 by publishing an English hiking map of ‘Asahi-Dake’ for international tourists, and (4) by 
posting online information for international tourists and scientists.
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１．研究開始当初の背景 
登山道は，多くの山岳国立公園の中で，唯
一の移動経路としての役割を果たしており，
観光利用・環境保護・公園管理のいずれの点
でも「中核施設」として位置づけることがで
きる。日本の山岳国立公園では，この中核施
設である登山道の荒廃が著しいことが大き
な問題として考えられているが，多くの旅行
者（以下，登山者を含めた山岳国立公園訪問
者を旅行者と呼ぶ）にとっては，公園管理者
の問題でしかない。一方，申請者は，環境省
が主催した「国立・国定公園における登山道
の在り方検討委員会」「大雪山国立公園愛山
渓地区の登山道の維持管理・整備に関する懇
談会」「大雪山国立公園における登山道管理
水準検討調査検討会」「大雪山国立公園にけ
る登山道整備技術指針検討委員会」「大雪山
登山道管理水準案作成のたけのアドバイザ
ー会議」等の委員・座長として本研究に関わ
る課題に携わってきた。 
 図１のＡ〜Ｃを扱った『登山道の保全と管
理』（渡辺, 2008）を出版して以来，日本の
山岳国立公園における登山道の維持管理問
題（図１のＣを除くすべて）がじゅうぶんに
研究されていないことを危惧してきた。登山
ブームの終焉が垣間見えた最近，山ガールを
中心とした若年層の旅行者および外国人旅
行者が急増し，「登山者数」の増加が認めら
れるようになってきている。 
この点からも登山道荒廃がさらに進行す
ることは確実だが，長期的視点にたてば，日
本の人口減少が進行した際には，荒廃した登
山道が放置される危険性が高く，登山道の維
持管理が現在よりもさらに厳しい状況に置
かれるものと推定される。一方，環境省は，
その人員・予算規模から，全国の山岳国立公
園の登山道管理を自らが行うのではなく，地
元関係者からなる協働型組織を作ることで
運営していく方向に舵を取っている。こうし
た背景から，新たなステークホルダーを巻き
込んだ協働型の維持管理の枠組みが求めら
れるようになる。その際，楽しみながら作業
を行える土壌づくりが重要であると考える。 
 
２．研究の目的 
 山岳国立公園における協働型登山道維持
管理に関わる問題点の解明とその解決への
方策を探り，持続的な協働型登山道維持管理
のプラットフォームを構築することを目的
とする。その際，これまで研究者や国立公園
管理者，地元関係者らで構成されるステーク
ホルダーがボランティア的に個別に取り組
んできた現状に対して，ステークホルダー間
の関係を統合化させ，さらにその中に持続可
能なツーリズムを位置づけ，一つのプラット
フォームを構築することによって，観光地理
学の一領域を切り開く提案を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は，図１の第１段階（E）と第２段

階（F）に大きく区分される。このうち， E1, 
E3, E4（参加者への調査）, E5, E6 は主とし
てインタビュー調査により実施し，E2, E4 は
野外調査と３次元写真解析によって実施し， 
F3, F4 はアンケート調査によって実施する。 

 
図１ 研究の流れ 

 
 
４．研究成果 
2016〜2017 年冬期の旅行者（国内および海
外からの旅行者）200 名以上に対して，層雲
峡および然別湖において，登山道に関する
「大雪山グレード」やジオパーク（期待する
ジオ資源）に関するアンケート調査を行った。
また，協働型登山道維持管理に関わるステー
クホルダー6 名から聞き取り調査を行った。 
また，夏期（2017 年 7〜9 月）の旅行者（国
内および海外からの旅行者）約 2,000 名に対
して，黒岳山頂および旭岳ロープウェイ下駅
において，登山道に関する「大雪山グレード」
やジオパークに関するアンケート調査を行
った。その結果，いまだに「大雪山グレード」
の認知度が低いことが明らかになった（黒岳
山頂での登山者の認知度は，旭岳ロープウェ
イ駅での一般観光客を主とする回答者より
も高かった）。また，黒岳野営指定地の利用
実態に関する調査を実施し，登山道の維持管
理と野営指定地の管理を切り離さすに一括
して行うことの必要性（大雪山国立公園の野
営指定地では管理が行われていない）につい
て「大雪山グレード」との関係において議論
した。また，将来，大雪山国立公園にジオパ
ークが増えること（現在はとかち鹿追ジオパ
ークのみだが，美瑛町と上富良野町が十勝岳
山麓ジオパークの申請を行っており，上川
町・東川町を含んだ広域のジオパーク構想に
ついても準備が進められている）については，
肯定的な回答が多く，ジオパーク設立後には，
登山道荒廃に関するジオツアーの展開の可
能性が示唆された。 
また，登山道荒廃への関心を高めるために
観光客や登山者にドローン（UAV）および長
尺一脚を利用した登山道荒廃調査方法の確
立を行った。地上写真による登山道の３次元
荒廃調査方法に関しては，撮影者がカメラを
持った状態での写真撮影法とその解析のマ
ニュアルを作成した。また，7.5 m あるいは
4.5 m 長の長尺一脚を用いた写真撮影方法を
従来の侵食量測定方法と比較した。長尺一脚



の利用は，研究者だけではなく非研究者によ
る撮影に最も適していると言える。一方で，
本研究では，従来からの２次元計測も継続し，
最長で 29 年間に及ぶ登山道侵食量データを
得ることができた。これらの手法は，地元の
山岳ガイド会社山楽舎と共同で，「登山道荒
廃測定ツアー」を実施することで，観光客・
登山者の利用への適用の可能性を評価した。 
近年大雪山国立公園において急増してい
ることが指摘されており，2017 年に旭岳ロー
プウェイ駅で，外国人観光客の割合をカウン
ト調査するとともに，外国人観光客の登山装
備の観察を行った。大雪山の厳しい自然環境
に関する知識がまったく欠落している外国
人観光客が相当数観察され，悪天時に事故に
繋がる可能性が指摘でき，英文で登山道の整
備状況や残雪の状況などについて情報発信
をする必要があることがわかった。また，
2017 年 10 月 30日〜11 月 4 日には，中国西
安市南部の泰岭終南山グローバル・ジオパー
ク（国立公園の一部）で登山道維持管理に関
する調査を行い，大雪山国立公園との比較を
行った。その結果，大雪山国立公園を訪れる
中国人にとっては，登山道が舗装されている
ものという前提があることがわかり，外国人
へ登山道の維持管理情報を適切に伝えるこ
とが重要であることがわかった。 
外国人登山者をターゲットにした英文よ
る地図作成出版に向けて，大雪山国立公園の
概要，登山道荒廃実態の紹介，環境省が設け
た「大雪山グレード（登山道のクラス分け）」
の解説など 7000 語を超える解説文を多くの
専門家に依頼し，スイスの印刷屋で印刷して
2017 年 4 月に出版に至った（北海道新聞が
2017 年 4 月 27 日，出版の紹介記事を掲載し
た）。この中で，登山道荒廃に関する記述を
入れることとした。さらに，登山道区分「大
雪山グレード」と海外のいくつかの類似の登
山道区分との比較を行った。 
また，この研究では，環境省の担当管理官
や地元ステークホルダーとの議論を繰り返
し行った。環境省管理官とは，将来の協働型
登山道維持管理の枠組みに関する意見交換
を行い，春・秋に大雪山国立公園関係１市９
町で実施される「登山道維持管理意見交換
会」に出席して「協働型登山道管理データベ
ース」構築に向けた調査の説明を行った。「平
成 27 年度大雪山国立公園における登山道整
備技術指針検討会委員および「平成 28, 29
年度大雪山国立公園協働型管理体制検討業
務」アドバイザーとして，既存の「登山道維
持管理意見交換会」とは異なる組織の構築に
向けた議論を重ね，環境省側では地元１市９
町との協議を，民間では任意団体・山守隊の
設立（2018 年３月からは一般社団法人）へと
繋がった。本研究で十分にできなかったデー
タベース構築に（図１の F）ついては，山守
隊が大雪山国立公園で実施してゆく見通し
がついた。 
研究成果は，学会・国際会議等で計 16 件

の口頭・ポスター発表の形で公表した。この
うち，2016 年 8月には，北京で開かれた国際
地理学会議の山岳コミッションにおいて，ポ
ーランド・アダムミツキゥヴィチ大学のアレ
クサンドラ・トムトゥクと共同でセッション
を開催した。この中で，大雪山国立公園で実
施されている登山道荒廃解析に関する研究
と，台湾およびポーランドでの研究の比較を
通して，日本の山岳国立公園に適した登山道
の維持管理には，利用者（観光客）の参画が
不可欠であり，今後，利用者をどのように巻
き込んでゆくのかについての議論を行った。
さらに 2017 年の EGU 欧州地形学連合大会に
引き続き，研究期間終了直後の 2018 年４月
には，ウィーンで開かれた EGU 欧州地形学連
合大会において，アレクサンドラ・トムトゥ
クと３年連続で共同でセッションを開催し
た。2018 年９月には GLP Asia Conference に
おいても同セッションを開催する。これら一
連のセッションの実施を通して，トムトゥク
博士と共同で国際誌 Environments に特集号
企画を提案し，採択された。世界から関連し
た研究成果を集めて 2019 年に出版する予定
である。 
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北海道新聞（2017 年 04 月 27 日朝刊）：英語
地図 Asahi-dake 出版に関する内容が紹介
された 
あさひかわ新聞（2018 年１月１日朝刊）：渡
辺のジオ・フォーラムでの講演要旨が掲載
された。 
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際ネットワーク Mountain Research 
Initiative のブログで海外に向けて発信 
‘Sustainable Tourism in the 
Daisetsuzan National Park’ 
http://www.blogs-mri.org/sustainable-
tourism-daisetsuzan-national-park/
（2017 年 9月 6 日） 
一般登山者を対象に，山楽舎と共同で「登山
道荒廃測定ツアー」を実施し，現場でデー
タ取得，ビジターセンターでデータ解析
（2016 年７月 30-31 日，大雪山国立公園
旭岳姿見の池―裾合平間） 
高体連活動の一環として上川地区の複数高
等学校の生徒に講義（2016 年５月 25 日，
東川町交流センター） 
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